
裁判長認印

第 4 回 口 頭 論 調 書
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令和6年(行)第62号(第1事件)

令和6年(行)第63号(第2事件)

令和6年 1 1月 2 6日午前1 1時 3 0分
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伊 丹 俊

吉 村 淳

野 早 矢 香

河 北 浩 之

日令和 7 年 2 月 2 8 日 午 後 3 時 3 0 分 進 行協議 ( 既 指 定 )

令和7年2月28日午後4時00分口頭弁論(既指定)

令和7年5月16日午後2時30分進行協議

令和7年5月16日午後3時00分口頭弁論

弁 論 の 要 領 等

被 告

準備書面(4)(求釈明寸る回答)陳述

·第1・第2事件原告方

準備書面(2)陳述

裁判長

原告方の準備書面(2)記載の求明事項者、被告注、次の点在明♭加

1 求釈明事項AKつ、被告の準備書面(4)江江「杉田副長官加方菅閣

にされたい。
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総理大臣に対し、99人を任命することとして第2事件原告ら6名を外す旨の

相談があり、菅内閣総理大臣において、その内容を了承することを直接判断し

た。」との記載があるが、これは「第2事件原告ら6名」という特定の6名を

外す旨の相談、判断があったという理解でよいか。

求釈明事項G及びKについては、原告らからの開示請求に係る文書は、開示

済みの文書以外には保有していないという理解でよいか。

3 求 釈 明 事 項 H 、 I 及 び J に つ い て は 、 文 書 の 管 理 権 限 に 係 る 求 釈 明 で あ り 、

裁判所としても回答を検討していただきたい。

被 告

1 求 釈 明 事 項 A に つ い て は 、 被 告 の 準 備 書 面 ( 4 ) に 記 載 し た と お り 、 「 第 2

事件原告ら6名」という特定の6名についての相談、判断があったというもの

である。

2 求 釈 明 事 項 G 及 び K に つ い て は 、 御 指 摘 の と お り で あ る 。

3 求 釈 明 事 項 H I 及 び J に つ い て は 、 検 討 す る 。 準 備 書 面 の 提 出 見 込 み 時 期

については、2週間以内にお知らせする。

4 その余の求釈明事項については、すでに準備書面に記載したとおりであり、

これ以上の回答の必要性はないと考えている。

第1・第2事件原告ら

被告の求釈明に対する回答も踏まえ、被告の主張に対する反論を記載した準

備書面を、次回期日の前までに提出する。

裁 判 所 書 記 官 桑 原 真
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